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・飛散防止剤散布
（屋根貫通散布）

準備工事

解体に必要な装置

、クレーンの整備

・屋根パネル1枚目
取り外し

・オペフロ※調査

・取り外し部分から
飛散防止剤散布

・オペフロ調査

・屋根パネル残り
5枚の順次取り外し

・オペフロ調査

・オペフロ調査

・支障鉄骨撤去
（散水設備設置のため）

・散水設備の設置
・小ガレキの吸引

・壁パネル取り外し
・オペフロ調査

・カバー柱・梁取り外
し改造

・オペフロ調査
・防風フェンス、作業床
設置

・壁パネル取り外し前
の飛散防止剤散布

‘15/7/16
完了

現在

建屋カバー解体工事は下記フローに沿って実施。

１．建屋カバー解体の流れ

その後ガレキ撤去へ

‘15/7/21
完了

‘16/1/7
完了

‘16/2/3
完了

‘16/8/2
完了

‘16/9/3
完了

‘16/11/10
完了

‘15/7/28
完了

‘15/7/31
完了

‘15/10/5
完了

※：以下、オペレーティングフロアをオペフロと記載



改造した建屋カバーの柱・梁の設置は、2017年10月26日完了。

ガレキ撤去時のダスト飛散をさらに抑制するための防風フェンスの設置を10月末頃より北側
から順次開始予定。

防風フェンス概要

材質 ：耐酸フッ素樹脂被覆鋼板（厚さ0.6mm）

高さ ：オペフロ＋約4m

（30m/sの風速に耐える構造とする）
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２．防風フェンスの概要
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南作業床

南北断面図（Ａ－Ａ’断面）

防風フェンス防風フェンス

カバー梁 原子炉建屋

防風フェンス組み立て状況
（2017年10月19日撮影）

約4.2ｍ

防風フェンス設置イメージ

建屋カバーの柱・梁設置状況(10/11撮影)


